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保育参加 ありがとうございました！ 

  年少児の「親子リトミック」・「バルーン」、年中児の「鬼ごっこ」・「転がしドッジボール」、年長児の

「ドッジボール」、どの学年も保護者と子どもたちの笑顔がたくさん見られました。保護者の方がいらっし

ゃることで、ちょっぴり甘えたい気持ちからか、いつもと違う姿を見せる子もいました。それもその子の

姿です。そんなこともあります。おおらかに受け止めていただき、ありがとうございました。 

 保護者の皆様が、子どもたちと同じようにバルーンや転がしドッジの大玉登場で、笑顔がはじけたり、

歓声があがったり、ドッジボールで真剣にボールを受けたり投げたりしてくださったことが、とても嬉し

かったです。子どもたちにとって、楽しい思い出になったと思います。この経験が、その後の遊びにもつ

ながっています。ご都合をつけて参加してくださり、ありがとうございました。 

 

 

親子ふれあいフェスティバル③ご参加くださりありがとうございました！ 

 ３０日（土）は、親子ふれあいフェスティバル③にご参加くださり、ありがとうございました。 

年少児はＣＤコマづくり、４歳児はホバークラフトづくり、年長児は木製の紙芝居の枠づくりを行いまし

た。保護者の皆様と一緒で朝からみんな嬉しそう。それぞれの部屋に分かれて楽しみました。 

 子どもたちの取り組めるところを見守ったり、手伝ったりしながら、遊ぶものを完成させてくださりあ

りがとうございました。遊びの様子の詳細については、それぞれのクラスの通信をホームページでご覧く

ださいね。 

その後の講演会にもご参加くださり、ありがとうございました。今回は、東海学院大学 子ども発達学

部 発達学科教授 杉山 章先生においでいただき、「子どもの発達から考える子育て ～楽しさって大

事～」というタイトルでご講演いただきました。保護者の皆様には熱心にお話を聞いてくださり、ありが

とうございました。事前や当日のご質問も、ご協力くださりありがとうございました。子育てって楽しい

けど、楽しいことばかりではないですよね・・・。思い通りにならないことのほうが多いと思います。お

寄せいただいた感想からも、ご自分の子育てを振り返ったり、ホッとしたり、明日からのパワーに変えた

り・・・各々にいろいろ感じてくださったことが伝わりました。杉山章先生に皆さんの思いをお伝えしま

す。 

 幼稚園でもご家庭と同じように、アイコンタクトをしっかりとり、丁寧なかかわりを大事にしていきま

す。また、次の準備のための教育・保育ではなく、今を充実していきたいと思います。 

 保護者の皆様、忙しい家事を見直し、手抜きもしましょう。そして、子どもたちとの時間を楽しみまし

ょう。 
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《１２月の保育について》 

【３歳児】 

＜ねらい＞ 

○自分の好きな遊びを見つけて繰り返し楽しむ。 

○友達や大きい組の子のしていることに興味・関心をもってかかわる。 

【４歳児】 

＜ねらい＞ 

○自分のしたいことで力を発揮し、友達と一緒に遊びを進める。 

○身近にあるものを遊びに取り入れて、自分なりに工夫して遊ぶ。 

【５歳児】 

＜ねらい＞ 

○自分の思いを伝えたり、相手の思いを聞き入れたりしながら遊ぶ。 

○友達と一緒にルールのある遊びを楽しんだり、遊び方を工夫したりする。 

 

 

   

      「岐阜県地域子ども支援賞」を受賞されました！ 

 今回、年長児の親子ふれあいフェスティバルでも講師として、来てくださった小酒井 泉美さんが、「岐

阜県地域子ども支援賞」を受賞されました。この賞は、「子どもたちが地域で行う様々な活動を一生懸命に

支え、地域の人から高い評価を得ている個人や団体」に贈られるものです。 

 小酒井 泉美さんは、子どもたちから「いずみおじいちゃん」と親しまれています。親子ふれあいフェ

スティバルでご協力いただいたり、今までもウサギ小屋やテーブルを作っていただいたり、卒園児に卒園

記念品を作ってくださったりしています。 

 令和４年度からは本園の「学校運営協議会」の委員さんとして、協議会の際にご意見もくださっていま

す。今回の親子ふれあいフェスティバルでも、子どもたちが保護者と楽しく木工製作ができるよう、材料

や工程など、とても細やかに考え、準備をしてくださいました。本日制作したミニ紙芝居の枠は、その後

は紙芝居としても、写真立てとしても、カレンダー立てとしても、工夫していろいろ使えるものとなりま

した。 

 地域の方々に、いつも温かく見守っていただき、大事にされていること、本当に嬉しく思います。 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 「いずみおじいちゃん、受賞おめでとうございます！ 

                      これからもよろしくお願いいたします！」 



 

 

 

お礼 

 ２１日（木）に教育委員会指定研究発表会が行われました。皆様には、降園時刻が早く 

なること、駐車場が込み合うこと等、ご理解ご協力いただき、ありがとうございました。 

本部役員さんには、朝から駐車場や案内係をお手伝いいただき、感謝しております。 

 子どもたちは、多くの参観者がいらっしゃる中、いつものように元気いっぱい遊んでお 

りました。 

 参観者の方のご感想を一部ご紹介させていただきます。 

 

・大勢の参観者の中、子どもたちがよく遊べていたと思います。日々、子どもたちがしっ

かり遊んでいるからこそ見られた姿だと思います。 

・環境設定がダイナミックでとても魅力的でした。大人も遊びたいと思うくらいなので、

子どもの立場に立てば、尚更だと思いました。 

・子どもと環境を考え、季節や時間にとらわれず、のびのびと遊んでいる姿、とてもうら

やましかったです。 

・どの子も一つの遊びに夢中になっていて、それぞれの遊びの楽しさを味わいながら、目

標や満足感を得ながら探究していました。 

・先生方は子どもに柔軟に合わせながら、それぞれの姿や遊びを受け止め、子どもの会話

や考えを１番に関わってみえました。子ども理解が十分なされているからこその環境、

関わり方であり、自分の保育を見直すきっかけとなりました。 

・子どもの興味関心、昨日までの遊びや育ち、先生方がしっかりとお子さんたちを捉えて

いるからこその環境設定や関わり方を見せていただき、大変勉強になりました。 

 

 など、子どもたちの遊びの様子や環境、教師のかかわりについて、たくさんご意見をい 

ただきました。今後も、子どもたちがとことん遊び込む中で、「自分で考え行動（考動）す 

る姿」を育んでいきたいと思っています。 


